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（５）研究成果の概要 
＊背景および目的、方法と結果について、公開して差し支えない範囲で記載。 

【背景・目的】 
多成分系医薬品（共結晶や塩）の創製は、原薬の物理化学的特性を向上させる有力な手法である。特にメ

カノケミカル法は、溶液法では得られない新奇な構造を迅速に探索できる利点があるが、生成物は数マイ

クロメートル以下の微細粉末となりやすく、通常の単結晶 X 線構造解析（SCXRD）の適用が困難であっ

た。本研究では、放射光 X 線回折と MicroED 法を相補的に利用することで、メカノケミカル合成された

新奇多成分結晶の構造解明を目的とした。 
【方法・結果】  
大阪大学蛋白質研究所の MicroED 設備を利用し、放射光（SPring-8 等）では構造解析に至らなかった微

小・薄片状結晶の解析を試みた。 その結果、計 10 種類以上の多成分結晶について、放射光 X 線回折およ

び MicroED による構造解析に成功した。放射光下では照射損傷が激しく十分な回折点を得られなかった

サンプルにおいても、MicroED の低ドーズ量での電子線回折測定により、実用的な分解能での構造決定が

可能となった。また、ゲスト分子が含まれる結晶系においては、ゲスト分子のディスオーダーが激しく正

確な分子種や量論比の算出には至らなかったものの、目的としていたホスト骨格の同定に成功した。現在、

これらの成果に基づき複数の学術論文を執筆中である。 
 
 


